
金
滞
古
蹴
志
巻
二
十

事
を
ぽ
心
に
掛
け
、
種
々
ー
縞
に
規
ひ
廻
す
と
い
へ
ど
も
.
敵
は
武
道

に
建
せ
し
武
士
な
れ
ば
、
怠
忽
に
仕
出
す
事
も
た
り
難
く
.
兄
弟
雨

入
共
に
心
を
勢
し
け
り
。
然
る
廃
に
頃
は
慶
長
十
三
年
七
月
十
五

日
、
山
田
氏
野
悶
廟
参
の
由
を
聞
出
し
、
雨
入
共
夜
を
と
め
て
‘
十

一
屋
の
松
原
に
立
忍
び
、
今
や
ゐ
そ
し
と
待
ち
居
け
る
慮
、
山
岡
櫨
左

衛
門
馬
上
に
て
来
り
け
り
。
一
坊
兄
弟
言
葉
を
か
け
抜
き
つ
れ
け
る

を
.
山
間
氏
そ
の
ま
L
馬
よ
り
飛
ぴ
語
り
、
何
の
普
も
左
〈
商
人
共

に
討
果
し
、
返
り
討
と
は
な
し
に
け
り
。
彼
の
者
共
の
弟
に
三
太
と

て
、
共
の
比
彦
三
町
に
今
井
左
太
夫
と
云
ふ
藩
士
の
馬
捕
の
方
に
養

育
せ
ら
れ
居
た
り
け
る
が
、
兄
雨
入
共
に
返
り
討
に
成
り
た
る
由
を

聞
き
、
甚
だ
残
念
に
思
ひ
、
何
と
ぞ
父
阻
兄
弟
の
敵
を
ぽ
不
v
討
し

て
、
徒
ら
に
居
て
は
此
の
世
に
あ
る
甲
斐
も
・
な
し
と
、
心
を
金
銭
に

凝
ら
し
け
り
。
共
の
頃
同
町
陀
繍
藤
金
平
と
て
名
高
き
叙
術
家
の
名

人
あ
り
。
闘
記
に
た
よ
り
て
叙
術
を
事
び
た
し
と
‘
則
ち
痛
藤
氏
へ
行

き
、
茜
だ
騒
き
者
な
が
ら
門
人
と
悲
ら
ん
事
を
望
み
け
り
。
衛
藤
氏

許
諾
せ
ら
れ
、
夫
れ
よ
り
聾
夜
の
別
ち
も
た
く
、
一
心
ふ
ら
ん
に
修

行
し
け
る
が
、
遂
に
上
建
し
て
臭
義
を
究
め
た
り
。
此
の
上
は
復
讐

の
本
懐
を
建
し
た
し
と
.
稿
に
敵
山
田
氏
の
容
子
を
伺
ひ
居
け
る
庭
、

此
の
往
還
道
は
、
野
悶
山
墓
参
の
往
来
に
て
、
四
季
朝
暮
参
諸
人
の

絶
聞
な
く
‘
目
氾
が
矯
め
に
.
十
一
問
屋
の
茶
底
、
迫
々
・
家
屋
を
増
加
た

し
た
り
。
抑
e
此
の
往
還
遣
を
作
ら
れ
た
る
事
は
、
三
笠
記
に
云
ふ
。

元
和
二
年
の
頃
瀦
奥
右
衛
門
、
石
川
・
河
北
雨
郡
の
裁
許
を
勤
め
け

る
底
、
奥
右
衛
門
へ
被
=
仰
付
一
野
岡
山
の
道
筋
は
、
利
家
卿
の
御
墓

所
へ
参
詣
衆
の
往
還
友
る
故
見
苦
し
と
て
‘
寺
町
の
は
づ
れ
よ
り
並

木
に
小
松
を
植
ゑ
さ
せ
ら
れ
、
遣
に
指
添
ひ
馬
場
を
過
し
、
野
聞
の

麓
三
本
格
の
南
に
‘
建
策
の
矯
め
と
て
芝
に
て
土
手
を
築
き
‘
袋
に

も
馬
場
を
排
へ
た
り
。
と
あ
り
。
菅
家
見
聞
集
に
は
、
元
和
二
年
金
津

中
町
々
立
替
る
。
町
中
に
有
v
之
寺
院
を
.
泉
野
並
に
浅
野
川
山
際
へ

被
v
集
。
又
野
間
道
に
双
方
並
松
を
植
ゑ
渡
し
、
道
並
に
馬
場
を
被
v
付

云
々
。
右
之
品
々
今
枝
内
記
之
下
知
を
以
て
、
瀧
興
右
衛
門
是
を
奉
行

す
。
と
あ
り
ー
ま
た
金
海
事
蹟
必
鍛
に
も
.
泉
野
よ
り
野
岡
山
へ
の

一
僚
の
道
を
作
ら
せ
、
並
松
を
植
ゑ
遣
の
外
に
馬
場
を
作
ら
る
。
と

い
へ
り
。
叉
園
事
昌
披
問
答
に
は
.
A
W
.
海
野
間
遣
に
逮
乗
馬
場
出
来

は
、
元
和
二
年
松
林
を
伐
り
左
ら
し
、
新
民
出
来
命
ぜ
ら
る
。
と
記

す
。
按
4
1
る
に
、
右
馬
場
は
野
間
道
の
事
に
非
告
1
0

別
に
作
ら
れ
た

る
と
と
、
三
蜜
記
に
て
い
ち
じ
る
し
。
但
し
後
に
慶
せ
ら
れ
た
り
け

金
滞
古
蹟
志
巻
二
十

O 

元
和
元
年
七
月
十
五
日
に
叉
例
の
如
く
.
野
問
山
廟
参
の
由
を
聞
き

出
し
、
兄
ど
も
が
討
た
れ
た
り
け
る
十
-
屋
の
町
端
に
待
ち
居
け
る

に
、
山
岡
氏
は
何
心
・
泣
く
馬
上
に
て
出
で
来
り
た
り
。
三
太
見
る
よ

り
早
く
言
葉
を
か
け
、
抜
刀
に
て
向
ひ
け
る
庭
、
山
田
氏
は
例
の
土

百
姓
と
あ
ざ
笑
ひ
し
て
‘
一
打
に
な
さ
ん
と
馬
上
よ
り
抜
刀
陀
て
飛

ぴ
治
り
け
る
に
、
還
や
鐙
き
た
り
け
ん
。
往
還
の
並
松
に
刀
を
突
込

み
‘
抜
か
ん
と
す
る
践
を
、
三
太
た
h

み
か
け
切
伏
せ
、
年
来
の
本

懐
を
建
し
、
頓
て
共
の
場
に
て
自
害
し
て
死
し
た
り
け
り
と
‘
一
容

に
記
載
せ
り
。
此
の
停
設
世
人
云
ひ
停
ふ
る
趣
‘
直
々
の
設
あ
れ
ど

も
、
右
一
番
に
一
載
せ
た
る
是
共
の
賃
設
也
と
い
へ
り
。
平
衣
按
宇
る

に
‘
十
一
屋
に
て
の
復
飾
帯
停
話
は
‘
人
口
に
除
交
す
る
の
み
に
て
、
記

録
ど
も
に
所
毘
た
し
。
右
一
番
に
載
せ
し
趣
も
共
の
質
如
何
。
慶
長

十
七
・
八
年
の
士
幌
及
び
元
和
元
年
の
士
幌
中
に
‘
馬
廻
組
山
問
権

左
街
門
の
名
を
記
戦
せ
4
1
0

今
井
左
太
夫
は
‘
慶
長
十
年
宮
山
士
幌

K
.
大
小
姓
衆
の
中
に
殺
す
と
い
へ
ど
も
‘
繍
藤
金
平
は
異
風
組
の

士
に
て
、
明
和
頃
の
人
怠
れ
ば
‘
時
代
甚
だ
創
飯
せ
り
。
恐
ら
く
は
、

後
人
の
附
合
せ
し
設
話
た
ら
ん
か
。

。
野
田
往
還

ん
、
今
そ
の
遺
蹟
等
も
な
く
、
邑
人
の
傭
聞
も
絶
え
た
り
し
か
ど
J

彼
の
三
笠
紀
に
い
へ
る
三
本
松
の
遺
跡
に
や
。
往
還
の
中
程
在
る
並

松
の
南
側
、
長
坂
村
の
地
内
な
る
岡
地
を
ぽ
三
本
松
と
字
せ
り
。
そ

の
か
み
此
の
地
漣
に
三
本
松
と
呼
べ
る
古
木
あ
り
て
、
此
の
松
の
甫

方
に
遼
乗
の
矯
め
と
て
、
土
手
を
築
き
、
馬
場
を
ぽ
命
ぜ
ら
れ
た
り
し

事
、
三
笠
記
に
て
知
ら
れ
た
り
。
此
の
地
越
の
並
松
に
=
一
本
松
と
稀

す
る
あ
れ
E
、
此
の
木
に
は
あ
ら
じ
。
三
本
格
と
い
ふ
岡
地
の
地
鑑
、

昔
の
馬
場
跡
た
る
べ
し
。
ま
た
此
の
往
還
並
松
の
閑
々
へ
、
明
治
十

九
年
四
月
梅
木
を
植
付
け
た
り
。

。
孟
蘭
盆
曾

野
岡
山
は
、
穂
町
藩
主
歴
代
の
廟
所
、
金
津
市
中
士
族
・
平
民
の
墳
墓
地

に
て
、
園
初
以
来
の
埋
葬
地
た
る
に
よ
り
、
毎
年
七
月
の
孟
蘭
盆
曾

に
は
、
各
t

燈
錨
を
燈
し
、
賓
夜
共
に
男
女
群
参
し
て
‘
十
一
屋
野
回

選
の
繁
昌
い
は
ん
か
た
た
し
。
俳
人
北
蓑
が
北
岡
巡
杖
記
に
も
、
此

の
情
貨
を
記
載
せ
り
。
叉
俳
人
伺
益
草
賂
集
民
、

野
間
山
の
盆
の
群
集
K

，

r

灯

錨

の

火

に

身

づ

く

る

ふ

女

哉

む
か
ひ
よ
り
と
も
し
か
け
た
る
き
り
と
哉

林魚

...L. r、

陰索




